




m icro:bit

教育用に開発された小さ

なコンピュータです。

外部リレー端子

外部につないだ電磁石や

モーターなどのON/OFF

ができます。

フルカラーLED

一つ一つの色やON/OFF

ができるLEDです。

信号機なども作れます。

超音波距離センサー

人の動きを感知します。

節電プログラムなどが組

めます。

手 動 ス イ ッ チ

ピュータにつながなくて

も、豆電球・LED・モ－ター

を制御できます。

豆 電 球 ・ モ ー タ ー

　 ・ LED

コンピューターで

ON/OFFができます。

電 圧 計

手回し発電機の発電量や、

コンデンサーの電圧を

確かめられます。

コ ン デ ン サ ー

小学校6年理科「電気の

利用」で使うコンデンサー

外 部 端 子

酸素センサーや外部用

温度センサーなどが

接続できます。

理科ボードB



「電気の利用」

暗くなると点るライト

人が来ると点るライト

人がいて、かつ暗いときに点灯するライト















理科ボードBの白LEDブロックは次のを使う
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【より節電できる条件とは】

　前ページまでに、光センサーと人感センサーを使ったLEDのON/OFF

を行えるようになりました。もし、センサーが無ければ、日中もLEDがつきっ

ぱなしになると考えると、次のような電力使用量になります。

そこで、より節電できるにはどうしたらよいのか考えましょう。たとえば、身近

で見られるトイレの照明は、人が来たらライトがつくようになっています。しかし、

窓のあるトイレだと日中電気を付けなくても十分外光で明るいはずです。

そこで、光センサーと人感センサーを２つ使うことで、次の条件でLEDを制御す

ると、より節電できることに気づきます。

【Makecodeでプログラミング】

①　２つの条件を満たすブロック「もし～ならば」というブロックを２つ使い

入れ子構造にすることで可能ですが、プログラムが複雑になります。そこで、

「かつ」を使って、２条件を結びつけてプログラムを組むことで簡単になります。

③　組み込んで、完成させましょう。

　「光センサーがしきい値以下」かつ「人が動いたら」という条件を使って、

LEDをON／OFFするプログラムを完成させましょう。

センサーを活用することで、自動で節電できるようになることを体験し、

プログラミングが非常に役立っていること気づける教材です。

子どもの発想で、温度センサーやモーターなどを使った「より便利で、

無駄のない製品」を作ることも可能です。

電
気
の
使
用
量

高い

低い

２４時間点灯　　光センサー使用　人感センサー使用　　　　？

もし、室内が暗く、さらに人がいた時だけ

　　　ＬＥＤを点灯させる。

でなければ、

　　　ＬＥＤを消灯させる。

「かつ」を使ったプログラミング

「入れ子構造」で作ったプログラミング

人感センサーと光センサーで、より電気を効率よく使うプログラム

理科ボードBの白LEDブロックは次のを使う



気温・気圧の測定

外部リレーの使用方法





理科ボードA専用ページ

　・モータードライバ

　・拡張ピン
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理科ボードB専用ページ

　・モータードライバ

　・拡張ピン





超音波センサーの使用

超音波センサーってなあに？

　雷が光ると、 しばらくしてからゴロゴロと音が聞こえますよね。 これは、

音が伝わってくるまでに時間がかかるからです。 この性質を使って、

音が物にあたってはね返って来るまでの時間を測って、 距離を調べるこ

とができます。

超音波センサーを使ってさっそく距離を測ってみましょう。

このようにブロックを組むと、 micro:bit の LED に距離が

表示されます。 近づけたり遠ざけたりして、 確かめましょう。

条件分岐ブロックを使って、 いろいろなプログラムが作れます。

例は、 障がい物が近づいたら、 ブザーを鳴らすプログラムです。

ちょう　おん　ぱ

かみなり

理科ボードB専用

音が往復するまでの時間を計っているんだね！

超音波センサーによる距離測定の仕組み

受信側

送信側

おうふく

し　く



外部リレーの使い方

本体には、 電気を ON/OFF できるリレーが内蔵されています。

そこで、 モーターや豆電球を i oː だけで制御してみましょう。

１　配線の仕方

リレーには＋とーがあるので、 次のように配線します。

①　外部電源を使う方法 （こちらの方が、 安全です）　　　　　 ２　プログラム例

①デジタル制御　　　　　　　　　　　　　　　　　②アナログ制御

必要機材　　micro:bit本体　、　iːo　、　モーターや豆電球など、
　　　　　　みの虫クリップなどの配線
　　　　　　　

せいぎょ

LEDは、P0～2端子を使ってON/OFFできたのに、どうしてモーターや豆電球はできないのでしょうか？

それは、流す電流の違いです。LED1個だと、数ｍA程度しか流さなくて良いのですが、モーターや豆電球

だと数百ｍA程度の電流が必要になります。micro:bitのP0～P2端子から流せる電流は、最大でも5ｍ

しかなく、まったく足りないのです。

そこで、他から電源を取り、モーターや豆電球に多くの電流をながすために、リレーが必要になります。

モーターだと徐々に回転数

が速く、 豆電球だと徐々に

明るくなる動作を繰り返します。

１秒ごとに ON/OFF を
くり返します。

②i oː の電池から電源をとる方法 （５００ｍA 程度まで）

i oː 本体の電池から電気を供給します。 これだけで、 電球やモーター

を動作させることが可能です。

　　※この方法は、 場合によっては電流が不足したり、 モーターの

　　　ノイズで micro:bit に影響したりする場合があり、 注意が必要です。）

リレーの規格　　１０V　２A 以下で使用　　　　　

理科ボードB専用





リレーの規格　　１０V　２A 以下で使用　　　　　


